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「わたしの想いノート」を記載した方へ
～アンケートご協力のお願い～

　今後のＡＣＰのよりよい取組の展開に向けて、「わたしの想
いノート」を記載された方、また「わたしの想いノート」を
活用し本人へ支援を行った医療・介護関係者のみなさまに、
アンケートのご協力をお願いしております。

回答はこちらのＱＲコードから



もくじ

　いつまでも元気に過ごせるように、健康を保つことは大切
です。しかし、老いや病気などは誰にでも訪れます。　　
　人は命の危険が迫った時、70％の方が医療や介護につい
て自分で決めたり望みを伝えたりすることができなくなると
言われています。
　「もしも」の時のために、「今」考えておくことが、あなた
らしく過ごす第一歩となり、またあなたの意思が家族の支え
につながり、道しるべとなります。「自分だけで考えるのは
不安…」という方は、医療や介護の選択肢にどのようなもの
があるのか、身近な専門職に相談してみましょう。

　自分の大切にしているもの・こと・価値観や、自分が病気
になったり、介護が必要になったりしたときに「どう生きた
いか・どう過ごしたいか」を考え、大切な人（家族や友人な
ど）、支えてくれる人（医療・介護従事者）と自分の想いを
話し合うプロセスのことを、『アドバンス・ケア・プランニ
ング（Advance Care Planning）』略して ACP といいます。

このノートの使い方
・�まずは好きなページから、気軽に自分のことを書きはじめ

ましょう。
・�自分の正直な気持ちを、文字にしてみましょう。
・�生きている限り、からだとこころは変化します。何度でも

書き直しをしてみてください。その際は、更新用ページ
（P.15 〜 20）を活用しましょう。

・�大切な人（家族や友人など）と相談しながら書いてもいい
でしょう。

・�このノートの存在を誰かに伝え、保管場所を明らかにして
おきましょう。また、入院時にはノートを持っていきましょ
う。
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ACP （人生会議） ってなに？

「もしも」 のために 「今」 できること




